
公表日：令和５年　１月 ２５日 事業所名：小野ゆらんこ

チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペースの
十分な確保

確保できている。
はい96％　　わかｒない4％
・広い空間、子どもが走り回っても十分だと
思います。

2 職員の適切な配置 指定基準は満たしている。

はい86％　　わからない14％
・いつ預けても何人も先生が居てくれて有難
いです。
・十分に見ていただける人数です。

利用者数に応じた配置をしている。　

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー化、
情報伝達等に配慮した環境など障害の特性
に応じた設備整備

バリアフリー化は整っている。
個々に応じた視覚支援を行っている。

はい８２％　どちら４％　わからない1４％
・絵本や椅子など、どこに片付けるのか理解して
いるのでできていると思う。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動に
合わせた生活空間の確保

施設内は広く、保育室、多目的室を有効利
用している。

はい１００％ 現状の取り組みを継続する。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）への職員の積極的な参
画

日々のPDCAサイクルを行っている。立案に
関しては常勤職員が担っているが、保育後
の振り返りで非常勤の職員も積極的に参画
している。

現状の取り組みを継続する。

2
第三者による外部評価を活用した業務改善
の実施

第三者による外部評価は受けていない。
事業所の自己評価結果をホームページ載せ
ている。

3
職員の資質の向上を行うための研修機会の
確保

法人内研修全職員対象、新人研修、職種ご
との研修、施設内研修を実施している。

職員の質の向上の為にも外部研修のへの
参加の機会が増やせるような体制を整えて
いる。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上での
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画の作成

モニタリング、個別支援会議、計画案、アセ
スメントの実施を行っている。

はい96％　　　わからない4％
・よく子どもを見てくださり園での対応や家で
の対応など、細かくして下さるのでわかりや
すく安心しています。

現状の取り組みを継続する。

2
子どもの状況に応じ、かつ個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援又
は放課後等デイサービス計画の作成

子どもの状況に応じ、個別活動と集団活動
を組み合わせた支援計画を作成している。

現状の取り組みを継続する。

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

3
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画における子どもの支援に必要な項
目の設定及び具体的な支援内容の記載

子どもの支援に必要な項目及び具体的な支
援内容を記載している。

はい96％　わからない4％
子どもができないことや年齢的に少し幼いと
ころなど、よく見て設定されている。

現状の取り組みを継続する。
より具体的にわかりやすく説明する。

4
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画に沿った適切な支援の実施

職員打ち合わせ時に確認すると共に子ども
の日誌にも添付し常に確認できるようにして
いる。　　　　個別支援会議を通して共通理解
を図っている。

はい89％　わからな11％
保育園での先生や他の子との関わり方がよ
くなっていると聞くので支援の効果が出てい
ると思う。

適切な支援の実施を心がけているが、子ど
もの思いを読み解く力等の資質向上に努め
たい。

5 チーム全体での活動プログラムの立案
常勤保育士3名が検討し立案している。保育
後のミーティングでの意見も参考にしできる
だけ多くの意見を聞きながら補足する。

子どもの現状を把握し、できるだけ多くの意
見を参考にし立案する

6
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細やか
な支援

休日、長期休暇明けには、ゆったりとかかわ
る等内容を工夫している。

現状の取り組みを継続する。

7
活動プログラムが固定化しないような工夫の
実施

子どもの状態や季節、行事等を考慮し活動
テーマを決めて取り組んでいる。戸外での活
動も工夫し実施している。　写真などで保育
の見える化を工夫している。

はい93％　わからない7％　いろいろな体験
をさせてもらっている。

現状の取り組みを継続する。

8
支援開始前における職員間でその日の支援
内容や役割分担についての確認の徹底

保育前に必ず打ち合わせを実施。内容、役
割分担確認し日々の保育に取り組んでい
る。

現状の取り組みを継続する。

9
支援終了後における職員間でその日行われ
た支援の振り返りと気付いた点などの情報
の共有化

保育終了後の振り返りを行い情報を共有し
ている。

現状の取り組みを継続する。

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹底
や、支援の検証・改善の継続実施

十分とは言えない。
記録が、明日に続く内容であったり、気付き
に対して記載するよう心がけている。
支援の課題を検証・改善している。

当日の振り返りを基に、個々の支援を記録
し、支援の検証を継続したい。（記録の取り
方を共通認識する）
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発達
支援計画又は放課後等デイサービス計画の
見直し

定期的なモニタリングを実施し支援計画の
見直しをしている。

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい者に
よる障害児相談支援事業所のサービス担当
者会議へり参画

基本的には、施設管理者と児童発達支援管
理責任者が出席している。必要に応じて、担
当職員も同席している。

現状の取り組みを継続する。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育
等の関係機関と連携した支援の実施

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体
制の整備

4

児童発達支援事業所からの円滑な移行支
援のため、保育所や認定こども園、幼稚園、
小学校、特別支援学校（小学部）等との間で
の支援内容等の十分な情報共有

必要に応じて園訪問等で連携を　取ってい
る。

現状の取り組みを継続する。

5

放課後等デイサービスからの円滑な移行支
援のため、学校を卒業後、障害福祉サービ
ス事業所等に対するそれまでの支援内容等
についての十分な情報提供、

6
児童発達支援センターや発達障害者支援セ
ンター等の専門機関と連携や、専門機関で
の研修の受講の促進

研修の情報がある際は、参加を検討してい
る。

専門機関での研修受講の機会を増やし
ていきたい。

7

児等発達支援の場合の保育所や認定こども
園、幼稚園等との交流や、放課後等デイ
サービスの場合の放課後児童クラブや児童
館との交流など、障害のない子どもと活動す
る機会の提供

保育所、こども園、幼稚園との併行利用をし
ている子供が、90％であるので、今のところ
必要性を感じていない。

はい４6％　どちら11％　　わからない　43％
・普段は保育所に通所しているのでありま
す。　　　　　　　　　　・まだ、経験はありませ
んが交流は期待しています。

まずは、職員による放課後等デイサービ
スの見学を検討する。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

8
事業所の行事への地域住民の招待など地
域に開かれた事業の運営

施設訪問・見学は受け入れている。
地域住民を招待できる行事がどのようなもの
があるのか検討したい。

1
支援の内容、利用者負担等についての丁寧
iな説明

契約時、支援計画説明時に行っている。
はい96％　　どちらともいえない4％
・説明がありました。

現状の取り組みを継続する。

2
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画を示しながらの支援内容の丁寧な
説明

面談で支援計画を示しながら、丁寧な説明
を行っている。

はい９６％　わからない４％
・計画が新しくなる度に丁寧に説明してもらっ
ている。

現状の取り組みを継続する。

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対するペアレント･トレーニング等の
支援の実施

ママカフェを年2回開催した
はい60％　どちら11％　いいえ4％　　わから
ない25％

ママカフェを開催することができたので、ペア
レントトレーニングも検討したい。

4
子どもの発達の状況や課題について、日頃
から保護者との共通理解の徹底

迎えの時や、マジックミラーで保育の様子を
見てもらいながら、情報交換を行っている。
会えない場合には連絡帳で情報交換を行っ
ているが十分ではない。
プチ参観を実施した。

はい79％　どちら21％
・　　　　　　　　　　・連絡帳に書いたり直接話
すことで出来ていると思う。

日々の送迎時に保護者に子どもについて情
報交換を十分にする。

5
保護者からの子育ての悩み等に対する相談
への適切な対応と必要な助言の実施

面談の時に十分な時間が取れるので、相談
にのったり、助言を行っている。
個々の相談にも応じている。

はい89％　いいえ4％　わからない7％　　頼もしく
心強いです。

現状の取り組みを継続する。

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の開
催による保護者同士の連携支援

できていない。
はい78％　どちら4％　わからない　18％
・コロナ禍なので、できないと思います。

コロナ禍であるので、実施していないが、保
護者同士が集まる支援を検討したい。

7
子どもや保護者からの苦情に対する対応体
制整備や、子どもや保護者に周知及び苦情
があった場合の迅速かつ適切な対応

契約時苦情に対する対応体制整備について
説明をする。　苦情・要望があったときはゆら
んこ便り等で周知している。

はい６4％　　わからない３6％
その状況になったことがない。

苦情があった時はもちろんのこと、無いこと
も保護者に周知する。

8
障害のある子どもや保護者との意思の疎通
や情報伝達のための配慮

ゆっくりと話をしたり、ジェスチャー等もまじえて伝
えたり、一日の予定やトイレに行きたい、この玩
具で遊びたい等は、絵カードを利用している。

はい８８％　どちら４％　わからない８％ 現状の取り組みを継続する。

保
護
者
へ
の
説
明
責
・
連
携
支
援



チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報についての子どもや
保護者への発信

小野ゆらんこ便りを月１回発行。
ホームページ・インスタグラムを更新してい
る。

はい100％
・おたよりが毎回でているので情報が得られ
る。

現状の取り組みを継続する。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応
連絡はメールを利用。個人情報使用同意者
及び写真掲載の同意書を取り、取扱いに注
意している。

はい96％　わからない4％
・しっかりして下さっていると思う。
・事前に確認の書類が配られる。

現状の取り組みを継続する。

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルの策定と、職員や保護
者への周知徹底

マニュアルを作成し緊急時の対策に取り組
んでいるが、周知についてはできていないの
が現状である。

はい93％　　わからない7％
お便りで玄関に閲覧用のマニュアルを設置
していることを知らせているが途中入所の保
護者にも周知できるようにする。

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避難、
救出その他必要な訓練の実施

年間計画を立て、月々実施している。
コミセン大部の協力で避難場所として利用さ
せてもらっている。

はい９２％　どちら４％　わからない４％ 現状の取り組みを継続する。

3
虐待を防止するための職員研修機の確保
等の適切な対応

法人全体の研修に参加した。 全員が受講できる法人研修を継続している。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における組
織的な決定と、子どもや保護者に事前に十
分に説明・・了解を得た上での児童発達支
援計画又は放課後等デイサービス計画への
記載

法人で身体拘束禁止に関する施設内取り決
め事項を決定。また、やむを得ない場合があ
るときは、保護者と懇談での了解を取り、支
援計画に記載。

必要があれば、今後支援計画書に記載す
る。

5
食物アレルギーのある子どもに対する医師
の指示書に基づく適切な対応

医師の指示書が必要なケースはないが、保
護者からの情報を得て、食物アレルギーへ
の対応をしている。

現状の取り組みを継続する。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内で
の共有の徹底

事例集を作成しているが、十分ではない。
毎回の職員会議で、議題に必ず取り上げ全
職員で検討し改善を図るようにしたい。

その他

満足度としては、子どもは通所を楽しみにしているか　　はい　89％　　どちらともいえない4％　わからない　7％　　　事業所の支援に満
足しているか　93％　どちらともいえない7％の回答を頂く。　“子と一緒に利用日を心待ちにしています”ゆらんこに行く日はカレンダーに
書いて分かりやすくし、週1回楽しみにしています”という話を聞くことがあり、子ども達にとって「できた」「たのしかった」と思える経験を重
ね、自己肯定感が育ってきているのが大きな要因のように思う。開設してから18か月、昨年自己評価を実施し、当施設の改善点や保護
者にどのように伝えるか等職員で検討し、できることは前向きに実践してきた。、
今後保護者向けの研修（ペアレントトレーニング）や保護者が集まる座談会や茶話会等の開催を通して、支援の充実を図りたい。


